
日布赤十字社
JapaneseRedCrossSociety

県民の皆様には、赤十字事業の推進につきまして、日ごろより格別のご支援ご協力を賜り、心から厚くお礼

申し上げます）

日本赤十字社は、災害等から命を守るため、救護活動や被災者支援などの人道的な活動を行っています。

奈良県支部では、「防災・減災講習」、「赤十字ボランティアや青少年赤十字の育成」、災害などで被災きれた

方々の「救護活動」をはじめ、いざという時に役立つ「赤十字講習」や「血液事業」など、さまざまな活動を展

開していま一丸

赤十字活動はすべて、皆さまお一人お一人からの「社費（会費）」と「寄付金」、そして多くのボランティアの

方々によって支えられています。

皆さまのあたたかいご支援ご協力を賜りますよう、心からお願い申し上げます。



地震や台風などで災害にあわれた被災者を救うため、県立3病院に加え、新たに奈良市・大和高田市の市

立病院と救護班派遣の委託契約を締結しました。また、さまざまな被害想定に来る訓練・研修合の参加、防災

ボランティアの研修に努め、救援物資の配布や義援金の受付なども行っています。

東日本大震災では、医療救護班や防災ボランティアの派遣、こころのケア活動の実施、また紀伊半島大水害

では、救援物資の配布や平成25年に実施した野迫川禍■仮設住宅入居者の方との交流に続いて、平成26

年6月には、十津川村で復興住宅に移られた被災者の方と赤干草奉仕団が交流をじました。

賢＿二十＿享三憲宣伝



将来をになう児童・生徒が、自ら「気づき・考え・実行する」という生きる力を養うため（先生等の青少年赤十畢指

導者の協力のもと、学校教育の現場で豊かな人間性や社会性を育む活動をしていますも

先生等を対象とした防災教育研修・セミナーへの講師派遣や、県下全学校への防災教育教材（DVD）の配布に

より、学校における防災教育の充実に取り組みます云また、加盟校の意欲的な活動に封じ支援（助成）を行いまずも
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男女とも 18歳～69歳 ��男性18歳～ 　69歳※ ���男女とも 16歳～69歳※ ����男性17歳～ 　69歳※ 

女性18歳～ 　54歳※ �������女性17歳～ 　69歳※ 

男性45kg以上・女性40kg以上 ���������男女とも 50kg以上 





習会を実施しています。平成27年度は講習指導員資格を有する安全法指導赤十字奉仕団にご協力い

ただき、約320回開催し、延べ1万1千人以上の方に受講いただきました。
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＋　　ヽ �競手√ �基礎講習 ・心肺蘇生やAEDの使い方 ����10月29日（土） �9時30分～15時 �支部 平成29年1月15日（日） 

告寺 滋※肇楽 譜 �贅 �基礎・救急員養成講習 ・心肺蘇生やAEDの使い方 ・急病、けがの手当 ・搬送や救護など ����5月15日（日）、21日（土）、22日（日） �1日目： 9時30分～15時 2日目・3日目： 9時30分～18時 �奈良市 
8月（3日間実施） ��未定 

12月（3日間実施） ��橿原市 

平成29年2月（3日間実施） ��大和郡山市 

安 全 ゝ一業 �莱 十‡‡l �救助員1養成講習 ・水の事故防止 ・泳ぎの基本と自己保全など ����5月29日（日）、 6月5日（日）、12日（日） �9時30分～17時 �スイムピア 奈良 

ノー1裟 援 講 葦 �案 葦 �支援員養成講習 ・高齢者の健康と安全 ・日常生活における介護など ����5月12日（木）～14日（土） �9時30分～15時30分 �支部 

10月12日（水）～14日（金） 

草葉 掠叢等詰寿嶋 ／ �撥築 安＋・ 螢ノ′ 蕪 �支援員養成講習 ・子どもに起こりやすい事故 の予防と手当など ����6月4日（土）・5日（日） �9時～17時 �支部 

11月17日（木）・18日（金） 

8月11日（木祝） �9時30分～15時30分 �支部 兜 �′⊂コ �ヽ J±川嶋ぺ �、駕　：－　■孝 ／　ロ 競嘉表靂露慈産室 � � 

●′　ヽ　　　　　　ノ　′・ ��� � �平成29年1月14日（土） 

● �体験プ白ヴ �“ラムなど � � 

※申込方法や教材費等、詳しくは奈良県支部まで問い合わせいただくかホームページをご覧ください。

（日程が未定の講習も日時が決まり次第、ホームページに掲載します。）



赤十字活動資金にご支援をお願いします

R活動」に「赤十字」を取り入れません力 
～赤十字で社会貢献～　　＿ 
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と‡ �� �亨 � �萎 �わたしたちは日本赤十字社の 
日亦赤十字社　活動を支援しています。 
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日本赤十寧社の表彰制度

国の表彰制度
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軍 蓋 �汝辞 �� �芽 室活動曹金として、 
一■ト、 喜100万円以上を納められた個人 

等．・ � �子 安 �薫 � �を第 攣 � � 

喜300万円以上を納められた法人等 躍 �� �� � �憂 葦 �さ亨 �挽 �� 

妻活動資金として、 萱500万円以上を納められた個人 撤 �� � � � � � � 

曇等緋。．ぢ �� � � � � � � 

襲 蕃 �萎 �至芸 黙 考 �黍 � � � 

毒1000万円以上を納められた法人等 蛋 �徒 � �� 

冊 ��� ���� � � � � ��／ 

補助金及び交付金収入（日本赤十字社本社からの交付金）

資産収入（災害救援車両更新に伴う売却）

雑収入（講師派遣収入、講習用教材費収入等）

前年度繰越金

175′000

7′979′069

28′889′330
ト仙山　　　　】仙

169′869′552

災害救護事業費（災害に備えた救護装備費、救援物資整備費、医療救護訓練費、救護看護師養成費等）

社会活動費（救急法等講習普及責、奉仕団及び青少年赤十字育成費、血液事業普及責）

国際活動費（ケニア地域保健強化事業費：近畿共同事業）

孝三享美三万振美喜 （災害救護資機材費、救援物資整備費）

13′270′015

40′394′790

1′040′000
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災害救護事業費 �21′460′000 

社会活動費 �46′430′000 

国際活動費 �1′100′000 

指定事業地方振興費 �3′000′000 

地区分区交付金支出 �16′390′000 

社業振興費 �26′450′000 

積立金支出 �10′000′000 

総務管理費　　　　　　　ヨ �27′030′000 

資産取得及び資産管理費　∃ �旨　1′322′000 

本社送納金支出 ； �匿24′150′000 憂 

予備費

支出合計

668′000

178′000′000


